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ヲ＇ ' ,t I 
訟と経済の祁互関連の緊密なことは異論のなし、r乙し行｛斉 J''’ ~/ ｝カ在’JIヰ（＇c
どわらがしかしその両者の関係で、F予定である。

























































ア7 リカにおける抽象的に述べるものではなし、。に先行 J 'ffiHl架しど、、ったホのである「














































































九に新 L，，、民有：1r r .l －＿ジア， （；し／エリア，モ口、ソコ /Jfむから市民の私的所有へ（地租制度の改1U、政府
心T}、と LくFう：.. :.z 包＇i5共和国：：l,1；をぬとしたように） uらが企業者的役割をになって行なう上からの工
5::/td）口、る段潜／（のである乙コ；； '.! iニア ・7 1) ,'; は た化やは遺産興業jによる資本主義への移行と十
拍民地il寺「比にすで（二大芯リ小/cIi資本 Li主化さわ うi攻菜をとづた。またその資本主義化のためには
：きたが， j虫な後円新 L，，、経済0法の内容はより 秘悦a』1主や貨幣制度の確立が必要となり，さらに
山1－主：じ資本主義的性終をおび， f二社、丘、， Ii:rt、，投 身分ftlj度内応ti：ペコヨーロソパの生産方法の導入が
資i去はときに：.t j比五，11社会に不適、i＇：な； 1どに現！恕 必要となりラ ri本の法制度はそれらを座標軸とし
的己主えふるじたとえば1%2年末に公ふされたカ て確立してし、ったのであるの
ー十山会社1t：し fギリスゴ〉守門家グノ fになるも さらに&b2次大戦後は，家族制度の路止、民地
ゾJだか， イヤ）スでさえ立法化され亡ない波定を 改てr，労働運動の解放，財閥の解体を日的とした
含み， ゲー十日）必要性と条件をとびこえてレ ；去のd支正がhなわjtたO ニれらはいずれもl/Jtf.紺； 
る（口＂ 10 ＇.：｛＇；τ  3 : ~ i政i麦i}）円本で kうやく j！＇，井仁才JJLた ~守r以i炎の日本が；Ei字してきた造制の改革である0
京｝皮制！支， u也市I］／主♂ i己t草ぺJW，~（的人権の椛、！
fプ I）：ヴ諸11司に才j、、戸乙（土現在同じく／：:J;,lfとされ， 未米への改革のトレガーとしての役割をもってL、
そしり改 1;';:i 二~，；rされてL、ることである。 るじアブリカには a 方に伝統的な，部族強制を中心
二の上うに見てく’3と， I 7 1）力では 1：ヰ；の砂！ とした慣習法校会と，他方に植民地青による支配
1M仏新と第三次大戦後円法変動か i而時に行なわれ 体系である植民地法社会土がある。 この二つの遺
ていると v、え上う しかしその法；1小と♂） le］的と 1・ ;1］を， 立i認する社会に変革する役割をもったιの
るどこ〆）it、u；や政治の経済に対するm導性とレ が‘ 日本におけるようにi丑家による，そして法iこ
うことで J土 l1~J じで，たとえばわがい！の！：；5 合，後Jill ＿二 上る，政極的h経済への干渉と，社会改.＇（，：への参
(i午：.＇Jぷ／J＇「〕さめにときは， ヨーロ J ノJ諸［互い土す ]JI！であるといえよう。
でに白木主主的諮泌をとげil商貿易i土活発となり そしてこのための法への過大な期待は， アフリ
州民地湾問のため乃政治的‘経済的見午治‘激化 L 力ではゐ函法の優感性を導き出し， あるいは法万
l本に：：てrfjiしよせてきた時期であった。このよ 能の｛ぜ！［1'］をもたらしがちであるといえる。アフリ
うな状態の中で間同 Lt二日本l士、 Ifl If;!;}.: ;¥Lに速す カの指導者が法をどのように考えてL、るかについ
る経済：.＇Jf｝：：；交と外向l，トらの侵略を防ぐとめの1,l}J て，たとえば「訟は未来の創造者である eわれわれ
山充実が，己的であった〕 しかし当H'iのri本は口l[I'.: にできる三と i：上， i会の技l*rをとおしてアフリカ U） 
，，＇）桂J斉i円一Ji)Jか口半；主J主｛ヒ寸るiEど；，ご；（士 f］立！，：主してL、 三；4〆〉
ふiう‘ J ノ／二た／！） 、 l.1、｜京J旨j尊に上る資卒；七；i‘之｛ヒが必t: る！とし、う言葉にもみられる池 7)。 またアフリカ
であった。 この心で日本山資本主ふ；士山：／，発生的 における法の役割につヤて， アフリカの有力なお
で江く， 'c J r年成のためにl玉！家は経済i二fこし、十る 均在であるー！，ク・トーレi土， 「たしかに法は超越
l!f-ri色［二渉‘指導、統fl)IJを行fよ J たものである印刷、 (1りなものではなく，無限に改正しうるものである内





L、。そんなことをすれば，強化すべき人民的性格 の第 lの役割は‘ 主ず経済社会構造の改革とし、ぅ
士山げず；こはL、な！ィ、j と述べげ18，また出放さhた ことであるc このために特に立法行為が重視され
μガーナーのエンケルマJt 「訟は人J(:C）生活の，政 るわけであるが， それによって古い慣習法は改変
治，経消，社会的諸条件の法的夫現であり，人よ！との され，社会的な障害である土地制度や家族制度（婚
i！）じの諸口標山去唱でもある」と；,Fべ心、る (ii9 ) c Wi :il/支なども）も改められて，やがて人格の平等，人
このように， アフリりにおいては立、の役割L土すこ 権の尊民という観念がめばえてくるとし、えよう。
ふら強調されて L、るのである。 この意味でアフ！！カでは法はまず倉！Jj査手？として
守一 p ゾ，',) iutUl；会；土， IU家の「itじからの自 の役；引をになっているといえるG
f8を求め，人格（／〕干一等，所有権び）絶え：Ht，契約の 次に第三の理由として，このj去の優越性の理rl'
向由を！;I~本とした伺人主義的な法社会であり，そ またその役割は，次のようなものである。アフリ
υ〕背後に「見えざ乙 F C'J予定調和がちえられて カ諸i誌には λ 党fl¥Jl£1家が多く， また軍隊の力も強
いた。 しかし現代の福祉国家ではこれに対して止 し、，それはアフリカ諸liJに領発するクーデターに
（＇＇｛~主1J が強制されごいゐ心 上けてもうなずけることだ、が，それらを抑m1Jする
この：：1 一口、／パの福祉国家では ~t~ :Jかごから T段正して法，特に憲法が重視主れる。指導者の
忠士Etで .Jご1. 、りにうに｜主！家による社会保障がわ二 交代に；！；：
.！（ わti、 が少なく，中央i；十]l¥i日泣か行たわれ、
方通つ政治的民主主主が行なわれてレるといったよ
うに， lTi家が社会，経済生活に大きべ役＇） i'Jki -' 
てL、る。 T7  IJカ諸国の多く ft, 三グ〉イギ l）てム：〉
づランス、 言、fこは社会主義国家のft;I;了導入LてL、




















































/o) l, V) ＇，夕、に J C 
さらに発展！主上団における法と行済の関係につ
いて、 Am引 ・zcanJournul of lntc円 wtionalし1氏、の
Society s Board川 Re¥・iewancl Development刀‘





その中で i"HlJI主は経済成長iこ直接影符合 fj.える 1
のとして、 it子続（T）適切性（：／＆li］／司fの絞 ・'lfを合め
て〉が商業活重IJ；こ 4巴、要Jなものであり， さらに J：地























































CH: 1) 峯村光郎「法と経済J, ,JI側『法律時報』，
Cl本評論社，昭和32年11月， 11ベージコ
(t:2〕 同上， 12ページ
ぐ主 3) 我妻栄『法千jtリ＇I, l＇現代 il：卒、小史』中，み








は 1＼•定の取引が，全体不lj 江主に一致 j アかどうかを考慮
］土i場合は，会社の同jfl ./Ii)) J，な ιノY従業員の利益を
i考慮に入れること， ま允 tU；方、 J•.: t的統ilYの利益の
怜／i.から役員に勧告アキ乙二、 ・i1¥ （＇，はみられる。




(it 7〕 Arboussia，“New Problems Faced by 
African Law", La γ；，』 q片山・aine,April 1964, p. 8. 
なお同氏はギニアのプ与 J ス大使c
〔t:8) 長谷川正安 TiJcu；支l'ld.': A A法律家会
4出」，『法律時報』， Ho七；子治パ守 w/Jli:38年 6Jl，認ベ
J〆。
（注 9) 向上， 39ベージ。
（注10) たとえばアルジェりア (19631f-9月10日慾
法制定， 65年の Fーデターに上り停fr, 日ド新憲法起
の，j,), モロッコ（1963年 3丹市lj定， 65{f.の霊：動で停
i ），そーーリタニア（1959年制定， 65年己主Lr）ヲ 十ネガノレ
( 1%¥HF制定，63年改正〕，マリ (1959年公丹i,61｛（改正〉，
コート・ジボワーノレ（1959年制定， 63年改正），トーゴ





'l ) (l <J58, 61, 63年それぞれ新慾法制定），つンゴ（キ
ノンド＋） (1959年コンゴ国家借造基本法公仇 62,









（化1I ) United Nations, Inτ＇＜ 






たれか c'，すJ（石村喜子助「ア 7 1）カ法研兜序説J，『法
律的報』， LI本評論社，昭和：ig;r9 J, :14ベージ〕。
(ifl2) A. N. Allott，“Leにal Development and 
Economic Growth in Afric：ピ＇， J. N. Anderson ed., 
（、hangillgLaw in De1Jeloping Countries, London, 
1%:l, pp. 195～196. 
（［主13〕 H C. L. Merillat，“Law and Developing 
Countries”， The American Journal of International 










己】 L,cj.＇＿， これらはす八て並立がJなものではなく， 勢力の物的基礎を与す i目指I］／支をそのままに温存し
圧いにからみあっているもので，土地；＼jiJ庄内改革， ておく二とは，強固反統一的発展をめさす独立i王i
｛.＂；旧制 l主er，確立のためには，植民地名マ）土地，銀 にとっと必ずしも望ましいことではなし、！もので
(j'を収！日する三と，ずなわ九IJlfT／ヒか必要であり、 ふる iil i円、かくして経済的， 政治的両i面から共有
主た外国投資c>rf象とぺる天然資源、や企業ι独立 i也市1］／支をいかにすべきかという問題がおきてきて
｜叫にとって；士ι要／ι開発の要国であり『それを外 おり， とくに私的所有権制度導入の可否、土地調
1-L~ 人の手に，.J, r二ねておくことはできたい， この店、 主や登録制度採用のriJ;fi等の問題は程度の差こそ
l京で目有化；上ヲ t.，とも長本的ι行動といえよう r めAt, fキ1-Hで真剣に論議されている（／U6)0 
し刀、しこの向H1じit店l求心実力；こよってのみ行役 そLて改正を必要ーとする士地i去の特色は第 Iに
われるものでなく句法の名にJj・，＇て行なわれ，法 海維なことであり．それは慣習法そのものの被雑
を中L、ど Lて）民間し再if-J；：主れる七円であり， it、の さとともにヲ ヨーロ／パ法が併存しているためで
名に主る安定／；； i, ；こら主れる仁のである〉 二のた
め二こで；土国有化全中心として述べるが、まず土




二円土地改革；tもJ J とも緊 d己反経済的，政治的問
題であるつ それは経店の従属牲と後iHtιη克服の
ため、 主f二経i斉自伝ど近代（ヒのたよ行の系本IYJI仁問
題 1二L、え上 ：， 。





































きてこの問題の解決として貝体的；： γ ルジ y リ
,・,n農業改革をみとみ上うりその改本山，＼h調と九、
ぺているのパ I%三ifのト 1）ボリ制前（こ列車降下r[Ht,
そのiをのl川1年内 f )¥,c_, ご I) :' ＇.，をq;ーや，＠；出の!hi高と tc
ている 1，の守あ；l‘ 宝f二｛也の？：ノけ力，Jli:i：こ土ハ ct
--, （叶I,~範ど t; , U 、る〉であ t), そ内'41で入、fi:一民？
主義革命♂）梓済的課題として綱領は次の上う（二’t",
百してL、＂＇.，つ
r ,1.,シ仁 1)T の人民民主主義本命；主，主ず主主
z,:命であるコ この農業革命；土相互にf記述あるんi出1
を合み‘ それは民地改革、；~業i!ifl:: 化，そ L Cト
J也どレ〕天然資源〈叶呆還である八そグ）民地改革；j
tJ也をi非す者川手tこど L、うス口－－ I／シ山も土；二，
t欠しT)J；〔t¥lJ；二上－ ' －て実fIされなけれ（1!(んぶし七？ す
なわち IJJJl也および農業生産手段山，Jγ立の即HHた






















































治体評議会 が設j'r::~ ;/t、 全体の開拓土企業の諾
｛后耐を調整｝るものである。
この法令『ニよ J べ rn主管：理j が機能十ること
'" J、 aト苧
¥ , cふ’ JJ、－o
主「フに IC)(i：－；年：i刀＇.＇.8H 01）法令は， 二の［自主管
理｜の14fH干iや企業<J> Iリr1与しつ配分と；rf-p1i／ヒ山問題を
.L,. t _.,.. ,. 
止のい、心【
1Vr＼与に！日lしては唱 主ず弟 iに｛ド,r-f': ;f一一十王を
支払ご｝こと‘ 主、〉；：住Jι 教育‘休I民 i前’I：，保
険および相互扶助等の社会主余のおlj,-Q'., 第三 t二企
el減（市基金， 投資rt;余などに J ) L、cJ:見定 L., ,;! 








度を定めてアノLL、τ ＇）？ 人大地主ふ、んの u也のJ妄
収を行，＼うことによ..，て達成された。




的伝統に基／）くもので， アヅヱ ！＇.、 メルケ、 了 rレ
ヘハつ－ （吋ケつ）などの海雑なi：地制度があ

































































































































次にア Iv~. ！）ア、ギてア， 1ンコでしr，＇実態を
追ってみ上 λつ
I l I T tl• 斗仁川町）士地［：！」有化
－，ヂ 1！.ご γ
- J ’ r -i"/t1%三年に独立した氏j三人民共和i
l司であり‘ 社己主義体制をとっていら〉 「JレL ' 
リアではこの社会主義という ι葉は独之がjにItfLl~ 







F占 しかす） )(J山年り J=n)!J法制定以来‘ 二~i士市
l二一つの子段でなく， 明確trfl的としてfli！，、ムiL
る上〉にな＇ Itこっ その後1%5午4 ぷ凡てのHι＇：：：：t:~＼
化を押し進めたベシ・ベラ品、失脚L, カ‘;j）〆〉てーァ
←メディエンが官、／）支持そえて政権をど〉たη






I〕 。 そして憲法は停止され， 1965年 G月19日のすz
命委員会の’立言i憲法とはどいぶ異tr／ 》た方針を
l ! I I _.,.- 1 マ




l '" s.,：て 1）アび）!El千fヒの原WHttさにこの社会主
義とそれうとうたったトりポ IJ綱領；こよって規定さ
4 Lーとよより， フ弓ンスとアルジ工 1）アの一般関係を
定めたヱ 1－アシ協定（1%21.i: :, fl 1811）に定める詰
JiUl!Ji士， あまり尊i:f(されてし、ないο もと上りこの
協定it i忌際法上の条約であるか， アルジ工！）アで
i t政治10, 道徳的価値しか認めムれず， 7 yレシ τ二
リアの立法者ぺ〉立世；Wf；土， アルジ二L リ71虫、立以内iJ
J）法的義訪はなんの拘束力もなし、ものと芳え口、





う ι 山であること（ j;{,;11_ の，·；：汗~2 部第 2 章第12条）
さC，：’第コ／（｛＼第九条ft, フランス人の財産，利益
ti!:：〔rm利権に対して L、か伝る専fJj:的支たは差別










をし：き ，！：， 近代部門はフラ J ス$ti斉宅展υ’Jr)[JIげ；
とLでに／）資本七認経済で、 5＇.：＇.三万 :iOOO人d,C'J I Yレジ





こfh上・－） ."; [fl典的向山経1斉ハjパ穴で；t, ？士会の良
山変革そん ＇t，とることはできたい‘ なぜた人二 υ、




である｝ -~ ＇）；二第三の了旦合；士， 7 J ンぇ）~ （／）佐清
｜民H系を変えご，独占の！五々を除去十ィム二三， J村
生活の構造企恨本的に変革して｜五fl人！の昨；汚物をIl7-
i〕除くこ二， 人1\~ (/ J要求（二二允えて工業化をil:j立
することである。そしてこれら主要三 U慌をj主成




同有化で lらど）C 銀行のIT1有化i二J 入、てよ， ト・； :c・ 
リ綱領；I‘ この作業；土早急に完成する必要ーがある
か， 銀hi上Ji＇／常．（二髭〔カ‘多 ＇1、ので lq司ミ1まj；里がfム、「f!


















































































































穫物 CT〕補償が定められておし ／ト iう栢や穀物の る派員IJの官言第4章第12条で， アルジエリアは，
収穫物内商業化によ／？て得られた捻却を得る権利 氏妓自決以前にその領域で取得された財産権の白
を認めているし 支だ先にフランスは196：＼￥から64 由かっ平和な字受を， なんらの制限を加えずに保
年にかけてしりフランスのアルジ仁リア財政援助の 障 jること， またなに者も事前に定めムれた公平
中力 hムエヒアン協定：こ反して没収された土地所有 な補償’なくして， その財産権を収奪されなし、こと
おーに部分的に補償寸ると決めている（ この最後の を定め， また士地問題につb、ては第1:-l条に，民地
士地固有化lη法令に主って，約 L-lO万ヘクゲール 改革の範間内において， フランスはフランス国民
山農地点ゐ臼主官埋主れることにな－，た3 が所有する土地所有織の全部またはー部を買い戻
こっ｛をも各怖の企業カミ国むfヒされ， ブーメディ すために， アルジエリアに特殊の援助を与えるこ
ヱシ政権ntとでiti Iしづ鉱山が匝i千｛化さ.！l, 今度
,j)中東戦争；二｜探して；ょ‘ 7ランス系円 2ti, γF  
1 力系 l社内石油会社を同有化してい0o
γ ，1,シェ IJ （；土ト）ドリ綱領（T)J反WJ；二基－：，'. 、て
l豆宵化合行なってきたμ， け〆 yきょくこの中でも
ご」口ン i）） 上地凶千Ifじが岳；要ーである。 fル＞ ,・ !J y 








出橘怒L Aとを生産して」、心。 1:10{j三Bこわたるソラ こと，往く決定されどきた。 もEよりエピアン協定
ンスレ＇） 支配Jパ，とに，約三万三｛）｛｝（）人山コロンルも は’先行されなくとも，道義的な拘束力をもってL〆、
っとも肥沃た仁地 'l.72万ヘケター；l,を以tとし‘ こ た。ぞれゆえに， このヱピアン協定の定めるフラ
れにけしとり：＇，］j人ハ γ ルン L リγ1;'H(1:t7:;5 Ji，、 ンス人財産接収に関する両者A の協定によるfwlj[摂
ケ午＿，レ山貧 LL、七地をけifし、 士、＇） ，，え約 1()り は， アルジ r リア政府をして．経済円'51.：の至上命
Jj)) u也をも t三ぬ？1：｛ミがいtご. この上 7な、伏態ハ 合と長少l淡の生産確保のために，エピアン協定が
えかで l：に述 J 、たとうにゴコン山 u也ん・！Ei有化5 予想、しなカ・った「i宣棄！財産という法概念を作ら
れたわけであり， さらにある！被~i[ をこえたア，1,. シ しめた｛/12）。
'.lア人大l也主 ，j)と地も接収されー 二;jl i:，はす d 、 これに上って士地を国有化し， アルジ 3 リアの
ご細分されずに内主管rmiこまA、され己上うによLつ 特色土する公共管理部門，私的管理部門と並ぶ円
どものであるc 土管理部門を発達させたものであるc
主「〉に l：業， 商業、 jfiliμ{i,)!i:どの約 5()0の企業， もとよりこのアルジエリアの・方的国有化に対
さらにホ子 yv, H央1ilj館などが同f｛ヒされ，企業内 Lて、 7 ランス{JlJにはヱビアン協定違反と L、う声
で働く労働者ぴ）管理委民会によって管対主主れるこ は強かったが， アルジエリアの実際的な行動にお
とにな〉た I しきら.ti.fことし、えよう。
もともとこの国有化は先に述，・、たエ l二＇？ン協定 !2i ギユアのボーキ千イト企業国有化
によってカ ＇tr.I］制限されたものであ〆〉たっそのヱ 同有化に関してはまたギニアの南方ボーキサイ



















































































業のためのコンゴ会社（Compagniedu Congo pour 



































































































































（ロ） カケン if会干上仁社Lノミ ！＼， ギ－i1l'.iコンゴのぞ：
て諜i~悔し，，代前 l了して｛米 1J .¥A！二＇・ • ! ・ !1]；：白jジイ任＇.t
株！Km料、＇： 1 J:lリIi＇.！株企；議｛畦 iろ
ぃ、； りノ'J：.ゲ会十｜にtLて、 /J !J :. '; 特別委il 
会／Ja↓・， JC)fiO午（j) ] :JI) 1以i'ili:i慢されて、、た:ft;fu;
I；うje)1 ,/ ）／リJ打士認めろ【
三，／）前Ii リ.~ CL二寸〆・ミ二 T.. ,t., 会 r1n1’Y!''.'iは
, Jき） ! J門L：うJ:t ! ＞ゴi'fO(f'.!:l.W川、 TCLh :'.!o. ＇.！＇；， 、
ヴタンガtl：乙l' l三.l'i", .;,L., ,r・-・、／／仁 7・： • ' 
「、弓＇し tb・ バリ日そび｝他と t.:. ＇た iti'l•, Lノ；ペー二
Lハ｜必定 i,1 ~l1 ；日午 j()Jj i：下：1：..，子i十I丹、力件寸ソた


































j'ifjと同じ 3万4制約平方キ p （実際にはその 3',l'.ljのみ
開発〉で，この申諒は，一応受理されたが，利権
内供りーは新しい鉱業法の実施（1967年5月1913公布）

























;¥ 1・, I二九1=1にlt[RH_U二代わるlrL ＇，、 ：－1:,







は資本金を 2億ドノレどし， 55%をコン f政府， 15%
を TCL!i~/11資し残りを一般公H号とするものであっ
ユニオン・ミ二ヱールキ土はこれに対して




予定rJ3 :1 J J1 flよけ 一 lj的行動を L3二とを
他方、よこ）
保安のた¥ ;iLた何？！：はに任命の拒，否全命じたが，これに対してベ，t,ギ－1士約U T ミJ1／長認しよご什
め斡定的に仕事をすること，（2)1965年 2r:l 6 f3のユコオン・ミ二 T ーノ1"H:x持をt<nJlケを発表L,
コンゴが一方的にベルギーとコンゴ間の協定は，しにつ '.Iレギ一政府；土石ilにIiパ 1].,，＇（一向コンコ
J〕持協ノ）コン 1政府への移；i実に／パ、て； L 1%5千！～ 工ア二オン・ミニエール社への約束を変更できない
したがって今同の鉱業権の按ことを定めており、ベルギ－JHJの指定に上って、ゴJIi fl Ci' ！ンコマ守












; i、二；／＇ J、会社？と ｝) ltbギJ5: 1i , ＇てのみ行ない勺ゐ
にけ－1／；諸島：：；を変更「どtれ円でなく、
;j'; '.2；こそjti こもカ•／J 、 J) 1・, ー－ I ' ~ ' - 一戸、 _,. -I -"'.> c－.，、イJ 一三、
i市政の7;-)fj喜：ベルギー・フ弓ンの要求についてはラオl%1i;j.f, .IJ 7日、n＞，、jヲ1J,.o：，ノ；ヵ〆勺i」、it :,＞ごf
H:rは 400億ベYレギー・フランの資産を接収したもL:1也fkl(f :J' =. ：＇，同［全域 Jこっきr,r'ht与をHf¥£L, 
かえって貸しがあること。（4）コンゴの今日ので，み付鋭、11:こwi1-,: trポlj山，ij是正F；ニ ／） ぎ主権をIi!仮す
：ノヲ処i置にもかかわ c，ずユニオン・ミニエール社は19(iり年メ ）J '.! 1‘ベル ・＇（－.；＇，ど規定 Lて（、、己，U・, 
工場の生産物のfl佐 A の所有者であコンゴの鉱i[1, ニゾ1Hu干すのH1反か可、1・I.ぶこえ;ji. ' ;I交昨日仁ゴシ
これがユニオン・ミニエール・ベルギ一本社I) ｜刊に行 7； われる liJ~ :J I .,1G協定に!Y:・j るとの 1＇（坊を
主たはイラ、ソ七ノレのベルギー・ソシニEテ・ジェネ第：iにマく 1].,I一政府か，；i;'.；リl1・，山べ：して＂＇く〉て土 r
これi上ヲ／〆ti以外ゎ者により j',:') Ilされた場f;-,i'r j G二とにJ：♂ノて‘てL三寸一／・ミ二コール;:tit、
コ二オン・ミニエール社から違法に奪取されたもっJlv・ l 'iI＇上iQ;tl'.lrJ,.>,7'，＇「を：＼・ンシャ「トド： fち転／・一寸 、. 
これを購入した者は悪意ありとみなすのであ：J'二＇：， f政l(fカι 三A:.を1出め八九：どのJ！｛＇信士し三レ司
コー三オン・ミニヱーノレ社はすべての法的手八ルヰ：新会社ぷ：u))Ji:Iを／［＼ Lたもれであり、
ri.tを尽してその生産物のfwl復をはかる行を表明し政治的に今度のこ＇ :. c,' （／）処；i",'.i：反一政；附i工ildlJ、
デ・ ( il.28 ¥ 
4、. 0 与jTるとい ＇~！ i, のであったハ



















































































ネ握手1]/'i:？，了dし、 二jL ,  cl＞上i也， .J主体、 鋭、iIに／lし
てコン：ten主権を行使 1一る。 しかし ILゴ政府は
｜叶内に定住し去たは資本を投ト L！ニケトドl人v>ir：、1;
な権手ljにたIしごなんI らt是害する志国企もたず， 1Ji 
き続き／＇1~~撃することを規定してレたJ
Lニオン・ミ二ユ二－il,社資産r斗妾Jj,lLl:, 1%1 i. 
:l J Jスパーケ外相がコンゴを訪問iしたときのγF
,' .・， 4ハーケ J}j,i]fi別のq1で『 ベルヘJ一政）（fr土




1r'.｛白iこIJ・ ~ it.,ベー・：Iンゴ政 ）{f!J， 二2zi:-¥:（＋ヴ；二＇；
十［：， J: Cl 〆 ！大；1m町立会？！、 iJノJ:. Jiご＇：tUとが；／レ／」
契約乞（＇~） (.; ／こめご吹i認し『 14千｛｛仁川J）｛，、ltflij償一｜
ーしと L、）(]' f打開条fl:・i'.jけぐい／こ＇＂
l川 fi{f ;J) jに{ri；＇；された法によふ本部 i作中よい鉱
t惟I＇）変~： t司 L ーナン・ミユ工、ィレのrtc1千fヒこ
なく句 出1-＇令に｝よ J J ＜会社のニlン：lj土｛じと L、j>A iこ
1いる J こしり処i月にけLてヘノレギ－tWJi土、 1%5 ii.cl) 
しVー・じこrw,1ιど←iンJ のJ'-.t'i三訟のJ;(tl!J；.こ
違反し）こL、〈〉三社tilJしJこか， この投資話、it. ikH1‘ 
化に問しては、 公；v.>'J必要'it戸山／；， /~ J斗訂以外はh
;'rリてl土T(, ・.J、 い、Hiイヒを寸ーるとき；上泣21ltiこよ・.
Crとがi.·,.11 ：ニ f:~Jcに七 v 川 lとうん：倫償が支tLldt
／ニ，•• 1 ）ちに主他~； ,/ l ふ J 、－~＂ -J, c.lJとして L号心、
：ン 1,J>1-fij flイヒ，.1lfl1l1it tf:iN1下jで tわJ；こと itj, 
三ヒ I）『 JI'¥(ifn't'.Jな？？九 ｛；： ), I・: tr,'; .j lたu そのfこ











〈｝以じ支払われるであろうむ ht.i 1 fこ｛也のアブ I)





















































































































｛恥正， ゴカ国情］条拘， さらに資本輪出UJ ；こよ心 ！与~
J正，多角的保証， 国際的保証によって守られてい





アノレシ J り7’じおし、 C:.t 196:1年7JIに最初jの投
資法が制定された。いずれの闘においてもそうで
















































そしI)I刊門が重要か否かをIJ¥~ , f三 い’こ混合企業か










































( 1tl6) M. Rheinstein，“Problems of Law in the 
New Nations of Africa", C. Geertz ed., Old Soci-



































( iL24) ただしベノレキ ,1; 上jl : l fit:ノ〉率はコンゴ
」lを！/J24.49%,TCL20.U＇＼，、ハタ J :.'; -': ；上12.24%，ベ
ノレドー・ソシニテ・ジェ ·r' ノ＜l け！ i.~H＇＼，、その他とな
' = ; jり，また1967年1IJ :¥ i I.；、 ι；ー外務省の発
入、ご I.：，チョンベ・スパー ケ協定；二 J 乙 tニオン・ミニ
且ーノレ社の実際の資本株成はコンゴ政府 17目95,TCL 




〔：125〕 「コンゴのユ ι .（ ／・、 L Fレ接収事件J,
I'泌［斤と外交』，昭和42114IJ、 上.・：， 0 







（止27)(i:l:28) 『経済と外交J I W，＂白去、， 11～12べ
, 0 




かに週刊誌の Afarchestropicau.r et mediterranesが
もっともこの事件をよくったえている（19674'1月か
ら3月にかけて）。さらに WestAfrica, A.jケicaReport, 
/lfrica Digest，『アフリカ n：主流 ・J¥'h日を 0-考とした。
(, :¥0) ユニオン・、 .L JC :1【＇jljぷとぜI：外ft
Jユ；： l対していえば， l~l 社しJ 1966＇十















ノ社に f0つけたもので， fユニ庁ン・ミニエ ノレ接




〈注32) Krishna Ahooja, ＇‘Dev巴lopmentLegisla-
tion in AfricaヘJournalof Development Studies, 
日，l2, No. :1, April 1966. （桜井唯夫訳［アフリカの
rHD'c tr i.ムl，『月刊アアワヵ』， 昭和42ifll月， 61ベ－
<,.) 
c n:1:1) 1,u上， 61～62ベージ。
（ほ，34〕(il:35〕 向上， 62ベージο
〈注36) Francois Borella “Le droit public 
economic algerienヘ Rev官 e algerienne des 
sciences juridi伊tespolitiques et economiques, 1966, 
No. :3, No. 4による。
〈注37) 土の投資法に関しては同上のほかに，“ Le




















者とごん。） ' 他山Iムl主政ifとはlザj縫に；丸山jミ;j!. i'.:, ' jことえ
l ブJ＇.！ 支配jlこ汁立する「iJ:、の支配 と二ご！｜、＇1l比三jL 
；ム仁う i二＞iL:H士ifl） ー技十！っとして 1'il J旬。 社；
山、 l一くALごi幻（if！りと L、え＇シ cl川上、二〔／｝店l味、三より., ・c
政it,i；＇ラ ·'t'iif~ ,.,1t1~·J ） 仁うに rtii'.Jhわにを必要とし F
ぜ、こと ；＇）＇，＇. j会，＇Ji二：i）して， （｝；、（工；1・iに政if;l的をも
-~ j 寸 J ，、ペトマ
') K、v、；J t，υ ） ＇， ι， /c)η 
し泊、しこ J)jf:灯台祐力；士無煤介的に法となるもの
で；上ぷく ｜山i首itともに歴史的tr. ＇定の？！会構造
し／）児乞；こに ） ・: fi'{f「ミ d 己も ふるに｛也一面， il、iよ
lji.に政治山 （－としご『 Jと •l>(i' i I 1/Ji'(J.';. H.'J:として
し／）秋1＼－：でふ〉るtことど七九十， 1!1.U川主：）J－士山ものを
f)Liu・ ノ；T心出自主をも， ）にうにな心。 ここに「i去の
文配JV〕迎念が発生すく＂~，ツ， /;, 1 Yプ｝）プJiこ:tsィ、
てはこの「；去の支配」にイ，L、ご :-) Jパ！）誌がみら
A L心。 一命Uでは， 「i去の支配Jと1；寸 l~l I正紀末に
イ千 IJス）で生まれたf貫主i士， ヨ－，， .ソパ諸国では
Jli J, (1J役＇，＼；：lj1: ！｛じtこし にか、 jj/[i(J＼~，；ょ；広iiι ::Sh ！こ
こともな（、 ,_ Jこ（＇） R正 ~~rt'} I iこBし /1iNdi.:J也
主j定fァナ l：子一山 J リゴ）リlt'iとと〉しら jG -cい
るQ 他）jこの「法の支配Jをその主主 fこ受け取コ
ている同もある（
こJ)がr1/l民j也.uもと i:,1；υ.) ', ＇！こ IU、l'）：主配 i、
I it1'1,J'i,.'it・i1l:J v ＞もつ千）訂iし ).: t¥ ;{ i);( (I）支配士

























（注38) iぇ谷JI!, 1l'It品J命ぷはAA法flt家会ふ C I ,1、
の支百りについよその本1｛，：＇ぱくらし fの［よゾピエト
() fにi.であり，それに同調Fる同や，またナイジェり




(J〕 A.N. Allott, The Future of Law in Africa, 
London, 1960 
（二） I TansれγBaade, Aメn:canLaw・ 
fi,r 1'.feu: hρt川 1s, New York, 196:3. 
Ne’w Law 
(:!) Andr己 Tune, L,:s asJ,ects juridiques du d,'-
velof＞ρement i'conomique, Paris, 1966内の諸論文C
(・I) J，日n T.cca，“！｝organisation provisoirc des 
pouvりirs pu l,lics de lλRcpubliquc alιerienncヘ
Rec’uc algeriennc des sciences juridiqucs J>oliti 
ザucsct /conomiqucs, jan. 1964, No. 1. 
(fi) Nacereddine Gueche，“ La legislation des biens 
vacants en Alg{rie”， Revue algerienne des 
scic11印 sjuridiqucs J>olitiq111:s ct /w110111iques, j川 i
1%4ラ Nり l
(ti) A11【Irじ：＼！lamlouzc,La revolution al』よυ・i
lcs t《P巴l'tes,I九uis,1962. 
(7) M. :VI. More'・re，“ Du droil marocainc au droit 




(8) Gordon R. Woodman，“ Developments in 
Pledges of Land in GI凶 naianCustomary Lawへ
んurnalof Ajト"icanLa 1c, 巳pringl %7. 
(l2) Jorge Castaneda, “The 
Nations and ぬe development 
l J nder developed 
of International 
Law’＇， International Organization, Winter 1961. 
(9) U. U. Uche，“ Changes in Ghana Law since 
the Military Takeov巴rぺJournal of Lljrican 
Law, Summer 1966. 
(13) C. Verncuil，“Les nouvelles institutions 
心conomiqu巴s algeriennesヘConfluent, juin et 
juiellet 1963. 
(10) R. L. Friedhoim，“ The‘Satisfied ’and ‘Dis-
satisfied’States Ne日otiateInternational Law”， 
lForld Politic百， Jan.1%5 
(14）柳茂；駿「国有化行為の渉外的効力J,w法学J，第
28巻第3i手，昭和39年7月。
( 15) 似.：1，正夫『中国の法と政治.！！， ［！本評論社，昭和
(11) Q Wright，“Asian Experience and lnterna-












地化コースI>援助という名の収奪じ＞放いのない現実I>大国の L ゴイズムじ〉ベトナム戦争 I>戦争の内
と外I>新しい東南アジアじ〉新秩序の模索じ〉地域協力は花盛りじ〉胎動と模索仁〉自主独立への道 I>地減





I>迫られる特恵供与ヤ 7 シア外交はどこに t>求む「山主外交jI>経済協力は慎重むこじ〉廃助と貿易
I>指導的地位の支えレIlfit ・" l(l債I>日本盟主 f平和部隊JI>経済協力の仕組みじ〉経済協力の機構 I>段
助政策の新方i古iJ[>1111手法d事をi，え終日察にI>援助強化の；；n汽仁＞政府ベース援助の増大［＞技術協力の,r








I>＝カフェ（上1iti、） i/ ＂」／ .；（・ァラン！〉ノ、ン i / jミ＇~~ レ・ / ＇ン t:H会 (l；ι，.下）い f 正ノ’生出
性機備l>:W:l旬アノノア；，1,：，；ノ J ノィリンドI>イスラム協力般協じハ fウェー委員会 I>ン l ンソン・プ
ラン仁〉東，HアUNIi: J、，；＆ ( Iーi1 Iっ1>±,riア決業会ぷ（ Iソit i、jレγジア側発銀行（上，1，卜）じアス
パック（上下） [ ,Jj: Iυj版協力ti；誇［＞東南ア諸凶連｛， ( l・.1，ト）いその他の協力機構
仁〉アジア・太平iri針作，＼＇；,l:［＞太、I'i芋自由貿易地域仁〉東［）＇／；・ンア IJfHetZ:劫［＞太平洋経済協力1¥tWiI> 木、iこ
洋経済委員会I>政権獲得への道？ I>二つの顔I>三木構忽の新味じ〉三木構怨への疑問［＞参加国の範囲
I>大東亜共栄圏の復活？
アジア経済出版会発売
